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Ralte is one of the Kuki-Chin languages which are spoken in northern Mizoram, 
northeast India. This paper presents a basic vocabulary and a text of the Ralte language. 
The basic lexicon also contains the comparative list of the two neighboring Kuki-Chin 
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1. ラルテー語の概要 
ラルテー語 (Ralte, ISO 639-3: ral) は，シナ・チベット語族チベット・ビルマ語
派のチン語支に属する言語である。ラルテー語を母語とする話者のコミュニティ
ーは，インド共和国ミゾラム (Mizoram) 州の北部に点在する。「ラルテー (Ralte)」
とは，主にミゾラム一帯に住む氏族の呼称であり，ミゾラム州の州都アイゾール 
(Aizawl) 市内にも多く住んでいる。SIL International の報告によれば，「ラルテー」
という氏族名を持つ人々は少なくとも 34,000人いるが，そのうち，ラルテー語を
母語とする話者は，2007年の時点で約 900人にすぎない。また，ラルテー語が流
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暢に話せるのは 50代以上の人々に限られ，その他多くの人々はミゾラム州の公用
語であるミゾ語を母語として暮らしている。 
このように，ラルテー語は話者人口の極めて少ない言語であるが，キリスト教
宣教師の考案した，ラテン文字による表記法が話者の間で普及している。但し，
ミゾ語の表記法と同様に，声調を示す記号は無い。これまで数々の文芸作品が刊
行されてきたほか，最近ではラルテー語による新約聖書も出版されている。 
 
 
図1 ミゾラム州とアイゾール市の位置 
 
本稿の対象とする言語は，インド共和国ミゾラム州アイゾール市におけるラル
テー語であり，調査地点はアイゾール市内のボンコーン (Bawngkawn) 地区である
（図 参照）。インフォーマントはラルラムザウヴァ・ラルテー (Lalramzauva Ralte) 
氏（男性，1946年 7月生）であり，筆者は 2015年の 3月 10日から 3月 20日に
かけて氏の自宅を訪れ，断続的に約一週間の調査を行った。氏はアッサム州のシ
ルチャル (Silchar) で生まれ，1976 年から現在までミゾラム州のアイゾール市で
暮らしている。ミゾ語とラルテー語のほか，ヒンディー語，ベンガル語，アッサ
ム語も話すことができ，現在は私立学校を主宰しながらヒンディー語を教えてい
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る。英語でのコミュニケーションも可能であり，今回の基礎調査では主にミゾ語
と英語を媒介言語として服部 (1957) の調査項目を基にインタビューを行った。 
2. 音韻 
音節構造は C1 (V1) V2 (V3) (C2) /T と表すことができる。C は子音，V は母音，
そして /T は音節全体にかぶさる声調を示す。以下，[1] 子音，[2] 母音，[3] 声
調について簡潔に述べる。ただし，頭子音 ṭ [ʈ], ṭʰ [ʈʰ], ɕ はごく少数の語にしか見
られず，ミゾ語からの影響によって出来た可能性も高い。 
 
[1] 子音 
(a) 頭子音 
 両唇音 歯茎音 後部歯茎音 そり舌音 軟口蓋音 声門音 
破裂音 p, pʰ, b t, tʰ, d  (ṭ [ʈ], ṭʰ [ʈʰ]) k, kʰ, ɡ  
鼻音 m n   ŋ  
摩擦音 f, v s, z (ɕ)   h 
接近音  l     
ふるえ音  r     
破擦音  c [ʨ], cʰ [ʨʰ], j [ʥ]   
 
(b) 末子音 
 両唇音 歯茎音 軟口蓋音 声門音 
破裂音 p t k ʔ 
鼻音 m n ŋ  
接近音  l, lˀ   
ふるえ音  r, rˀ   
 
[2] 母音 
ラルテー語の母音には i, e [ɛ], a, o [ɔ], u があり，長短の対立が見られる。本稿
では長音を ī, ē [ɛː], ā, ō [ɔː], ū と表記する。また，二重母音と三重母音における副
母音 i [i̯] または u [u̯] は，上記音節構造中の V1 または V3 の位置に現れる。 
 
[3] 声調 
声調には低平調 [ ˩ ]，上昇調 [ ˩˥ ]（または [˥]），下降調 [ ˥˩ ] の３種類がある。 
声門音 ʔ, lˀ, rˀ を末子音に持つ促音節および短母音の促音節は原則として下降
調と同様，低いピッチ [˩] で発音する。但し，低平調の音節または短母音の開音
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節に後続する場合，高いピッチ [˥]，すなわち上昇調と同じピッチになるという連
読変調が見られる（例 (1) と (2) 参照）。 
 
(1) māi˩zaʔ˥ [maːi˩zaʔ˥] 「うちわ」 
(2) pa˩niʔ˥ [pa˩niʔ˥] 「２」 
 
3. 周辺言語について 
ラルテー語の話者コミュニティー周辺で話されているクキ・チン語支の諸言語
には，ミゾ語 (Mizo) やティディム・チン語 (Tiddim Chin, Tedim Chin) がある。
ミゾ語は中部チン語群に属し，ティディム・チン語は北部チン語群に属する。 
SIL International によると，ラルテー語は，ティディム・チン語と同じ北部チン
語群に属する。確かに，以下の表 1に示したとおり，ラルテー語にはティディム・
チン語と同源の語も少なくない。 
一方，ラルテー語の語形や文法構造には，ミゾ語と似た特徴も非常に多く見ら
れる。これには，ミゾラム州の公用語ミゾ語の影響力が強いという社会的な要因
も考えられる。実際，ラルテー語の母語話者の多くがミゾ語からの借用語を多く
使っている。今回の調査結果でも，調査協力者自身，日常生活ではミゾ語に触れ
る機会のほうが圧倒的に多いため，一部の語彙にはラルテー語固有の語ではなく，
ミゾ語からの借用語も混ざっていた。 
 
表1 ラルテー語とティディム・チン語で類似する語の例 
ラルテー語 ティディム・チン語 意味 
silˀ˩ silˀ˩ 「着る」 
zī˥˩ zī˧ 「妻」 
bōl˥˩ bōl˧ 「作る」 
tāi˥˩ tāi˧ 「走る」 
lēŋ˥˩ lēŋ˧ 「飛ぶ」 
 
このように，ラルテー語は言語学的，社会的にも周辺言語と強く結びついてい
るため，基礎資料では周辺言語との関連性も示す必要があると筆者は考えた。そ
こで，次章ではラルテー語の基礎語彙を，周辺言語であるミゾ語およびティディ
ム・チン語の語形とそれぞれ対照させて示す。 
以下，基礎語彙リストの中で [1] ミゾ語と [2] ティディム・チン語の語形も提
示する為，それぞれの言語の音韻表記を簡単に示しておく。ミゾ語に関しては 
Chhangte (1986, 1993) の分析を基にしており，ティディム・チン語に関しては大
塚 (2013) と Henderson (1965) の分析を参考にしている。 
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[1] ミゾ語 
音節構造：C1 (C2) (V1) V2 (V3) (C3) /T 
 
(a) 子音 
頭子音において子音連続 (C1C2) の tl, tʰl が見られるほか，ɕ はかしこまった
場面において [r̥r] と発音することもあるようである。 
 
p, pʰ, b t, tʰ, d ṭ [ʈ], ṭʰ [ʈʰ] k, kʰ ʔ 
m, m̥m n, n̥n  ŋ, ŋ̊ŋ  
f, v s, z ɕ [ɕ~ r̥r]  h 
 l, lˀ, l̥l    
 r, rˀ    
 c [ʨ], cʰ [ʨʰ], j [ʥ]   
 
(b) 母音 
i, e [ɛ], a, o [ɔ], u があり，長短の対立が見られる。本稿では長音を ī, ē [ɛː], ā, ō 
[ɔː], ū と表記する。また，二重母音と三重母音における副母音 i または u は，上
記音節構造中の V1 または V3 の部分に現れる。 
 
(c) 声調 
低平調 [˩]，高平調 [˥]，上昇調 [˩˥]，下降調 [˥˩] の４種類がある。 
 
[2] ティディム・チン語 
音節構造：C1 (V1) V2 (V3) (C2) /T 
 
(a) 子音 
 
p, pʰ, b t, tʰ, d  k, x [kʰ~x], ɡ ʔ 
m n  ŋ  
f, v s, z   h 
 l, lˀ    
 c [ʨ], (cʰ [ʨʰ], j [ʥ])   
 
(b) 母音 
i, e [e ~ ɛ], a, o [o ~ ɔ], u があり，長短の対立が見られる。本稿では長音を ī, ē [ɛː], 
ā, ō [ɔː], ū と表記する。また，ミゾ語と同じく，二重母音と三重母音における副母
音 i または u は，上記音節構造中の V1 または V3 の部分に現れる。 
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(c) 声調 
ラルテー語と同じく，声調素には中平調 [ ˧ ]，上昇調 [ ˩˥ ]（または [ ˥ ] ），下
降調 [ ˥˩ ]（または [ ˩ ] ）の３種類がある。 
4. 対照基礎語彙 
本稿で提示するラルテー語の基礎語彙は，服部 (1957) の中からスワデシュ・リ
スト (Swadesh 1952) にある語彙項目を抽出し，一部改変したものである。なお，
基礎語彙表では，ミゾ語とティディム・チン語で同様の意味を持つ語も挙げる。 
 
 見出し語は日本語と英語で表記する。なお，英語は ( ) で囲んで併記する。 
 ラルテー語とともに，ミゾ語とティディム・チン語の語形を右に記す。 
 ３言語間を対照する形で示すため，声調に関しては，連読声調を適用した
後のピッチで表す。高いピッチは ˥，低いピッチは ˩，上昇曲線は ˩˥，下
降曲線は ˥˩ と記す。 
 
 意味 ラルテー語 ミゾ語 ティディム・チン語 
1. 私 (I) kei˩ kei˩˥ kei˩˥ 
2. 君 (thou) naŋ˩ naŋ˩˥ naŋ˩˥ 
3. 彼 (he) a˩maʔ˥ a˥maʔ˩ a˥maʔ˩ 
4. 私達 (we) kei˩muʔ˥ kei˩nī˥˩ kou˥˩ 
5. 君等 (you) naŋ˩muʔ˥ naŋ˩nī˥˩ nou˥˩ 
6. 彼等 (they) a˩muʔ˥ an˩nī˥˩ a˥māu˥˩ 
7.  これ (this) hī˩hiʔ˥ hei˥˩hi˥ hiʔ˥ 
8.  あれ (that) tou˩˥hiʔ˩ kʰā˥˩kʰa˥ tuaʔ˥ 
9.  ここ (here) hi˩tou˥˩vaʔ˩ he˥taʔ˩ hiaʔ˥ 
10. そこ (there) tou˥˩vaʔ˩ so˥taʔ˩ huaʔ˥ 
11. 誰 (who) kū˩˥hā˩˥ tu˩ŋē˥˩ kua˥˩ 
12. 何 (what) ī˩˥hā˩˥ e˩ŋē˥˩ baŋ˥˩ 
13. どこ (where) kʰoi˥˩aʔ˩hā˩˥ kʰoi˥˩aʔ˩ŋē˥˩ koi˩˥aʔ˩ 
14. いつ (when) ī˩˥tik˩lāi˥˩ eŋ˩tik˩lāi˥ cik˩ciaŋ˥˩ 
15. どう (how) ī˩tin˥˩hā˩˥ eŋ˩tin˥ŋē˥˩ baŋ˥˩cī˩ 
16. ない (not) ou˥˩ lou˩ lou˥˩ 
17. 全て (all) a˩rēŋ˩in˥˩ a˩vāi˩˥ a˩vek˥pī˩˥ 
18. 多い (many) tam˩ tam˩˥ tam˩˥ 
19. 幾らか (some) a˩kʰen˥˩ a˩ṭʰen˥ pōl˧xat˥ 
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20. 少ない (few) tōm˥˩ tlēm˥ tōm˧ 
21. 他 (other) daŋ˩ daŋ˩˥ daŋ˩˥ 
22. 一 (one) pa˩kʰat˥ pa˩kʰat˩ xat˩ 
23. 二 (two) pa˩niʔ˥ pa˩n̥niʔ˩ niʔ˩ 
24. 三 (three) pa˩tʰum˥˩ pa˩tʰum˥ tʰum˧ 
25. 四 (four) pa˩lī˥˩ pa˩lī˥ lī˧ 
26. 五 (five) pa˩ŋā˥˩ pa˩ŋā˥ ŋā˧ 
27. 大きい (big) lian˩˥ lian˩ lian˥˩ 
28. 長い (long) sāu˩ sei˥ sāu˩˥ 
29. 広い (wide) zāu˥˩ zāu˥ zai˩˥ 
30. 厚い (thick) saʔ˩ cʰaʔ˩ saʔ˩ 
31. 重い (heavy) hit˩ rit˩ ɡik˩ 
32. 小さい (small) nēu˩ tē˩˥ nēu˩˥ 
33. 短い (short) tōi˩ tōi˩˥ tom˩˥ 
34. 狭い (narrow) zīm˥˩ zīm˥ toi˩˥ 
35. 細い (thin) pan˥˩ pan˥ pā˩˥ 
36. 女 (woman) mei˩˥sia˩ m̥mei˩cʰia˥˩ nu˩mei˩ 
37. 男 (man) pa˩sal˩ mi˩pā˩ pa˩sal˩˥ 
38. 人 (human) mi˩hiŋ˥˩ mi˩ɕiŋ˥ mi˥hiŋ˧ 
39. 子 (child) nau˥˩paŋ˩ nau˥paŋ˩˥ nāu˧paŋ˩˥ 
40. 妻 (wife) zī˥˩ nu˩pui˩˥ zī˧ 
41. 夫 (husband) pa˩sal˩ pa˩sal˩˥ pa˩sal˩˥ 
42. 母 (mother) nū˩ nū˥˩ nū˩˥ 
43. 父 (father) pā˩ pā˥˩ pā˩˥ 
44. 生物 (animal) ham˥˩sā˩ ram˥sā˥˩ ɡam˧sā˩˥ 
45. 魚 (fish) sa˩ŋā˩ sa˩ŋ̊ŋā˥˩ ŋa˥sā˩˥ 
46. 鳥 (bird) sa˩vā˩ sa˩vā˥˩ va˥sā˩˥ 
47. 犬 (dog) ui˩ ui˩˥ ui˩˥ 
48. 虱 (louse) hik˩ ɕik˩ hik˩ 
49. 蛇 (snake) hūl˥˩ rūl˥ ɡūl˧ 
50. 虫 (worm) caŋ˥˩pāt˩ caŋ˥pāt˩˥ luŋ˩˥ 
51. 木 (tree) tʰiŋ˩ tʰiŋ˩˥ siŋ˩˥ 
52. 森 (forest) ham˥˩nuai˩ ram˥n̥nuai˩˥ ɡam˧lak˥ 
53. 枝 (stick) tiaŋ˩ tiaŋ˩˥ ciaŋ˩˥xut˩ 
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54. 果物 (fruit) haʔ˥ raʔ˩ ɡaʔ˩ 
55. 種 (seed) cī˩ tʰlāi˩cī˥˩ xāi˥˩cī˩˥ 
56. 葉 (leaf) naʔ˩ n̥naʔ˩ teʔ˩ 
57. 根 (root) zuŋ˩ zuŋ˩˥ zuŋ˩˥ 
58. 樹皮 (bark) tʰiŋ˩hōŋ˥˩ tʰiŋ˩hōŋ˥ siŋ˩˥hōŋ˧ 
59. 花 (flower) pāk˥˩ paŋ˩pār˥ pāk˧ 
60. 草 (grass) kiak˩ l̥lo˥bet˩ lou˧pā˩˥, kiak˩˥ 
61. 縄 (rope) kʰāu˥˩ ɕui˩zēn˥ xāu˧ 
62. 皮 (skin) vun˩ vun˩˥ vun˩˥ 
63. 肉 (meat) sā˩ sā˥˩ sā˩˥ 
64. 血 (blood) tʰī˩ tʰī˩˥ sī˩˥ 
65. 骨 (bone) huʔ˩ ruʔ˩ ɡuʔ˩ 
66. 脂 (fat) sa˩tʰāu˩˥ sa˩ɕiak˥˩ sa˥tʰāu˥˩ 
67. 卵 (egg) tui˥˩ tui˥ tūi˧ 
68. 角 (horn) kī˩ kī˥˩ kī˩˥ 
69. 尻尾 (tail) mei˩ mei˩˥ mei˩˥ 
70. 羽 (feather) mul˩ m̥mul˩˥ mul˩˥ 
71. 髪 (hair) sam˩ sam˩˥ sam˩˥ 
72. 頭 (head) lū˥˩ lū˥ lū˧ 
73. 耳 (ear) beŋ˥˩ beŋ˥ bil˩˥ 
74. 目 (eye) mit˩ mit˩ mit˩ 
75. 鼻 (nose) nāk˩˥ n̥nār˥ nāk˥˩ 
76. 口 (mouth) kam˥˩ kā˥ kam˧ 
77. 歯 (teeth) hā˥˩ hā˥ hā˧ 
78. 舌 (tongue) lei˥˩ lei˥ lei˧ 
79. 爪 (nail) tin˩ tin˩˥ cin˩˥ 
80. 足 (foot) kēŋ˩pʰaʔ˥ ke˩pʰaʔ˩ xe˩pēk˩˥ 
81. 脚 (leg) kēŋ˩ kē˩ xē˥˩ 
82. 膝 (knee) kʰūp˩ kʰūp˥˩ xūk˩˥ 
83. 手 (hand) kʰut˩ kut˩ xut˩ 
84. 翼 (wing) tʰā˩˥ tʰlā˩ xā˥˩ 
85. 腹 (belly) dul˩˥ dul˩ ɡil˧pī˩˥ 
86. 腸 (guts) hil˥˩ rīl˥ ɡil˧ 
87. 首 (neck) ŋōŋ˥˩ ŋ̊ŋōŋ˥ ŋōŋ˧ 
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88. 背 (back) nuŋ˥˩zāŋ˥˩ n̥nuŋ˥zāŋ˥ nuŋ˧zāŋ˧ 
89. 胸 (breast) nōi˩ n̥nu˩tē˩˥ nōi˩˥ 
90. 心 (heart) luŋ˥˩ luŋ˥ luŋ˧ 
91. 肝 (liver) tʰin˩˥ tʰin˩ sin˥˩ 
92. 飲む (to drink) nē˩ in˥ dōn˧ 
93. 食べる (to eat) cā˩ ei˥ nē˩˥ 
94. 噛む (to bite) pet˩ seʔ˩ pet˩ 
95. 吸う (to suck) cōp˥˩ fōp˥˩ tōp˩˥ 
96. 吐く (to spit) sia˥˩ cʰāk˥˩ sia˩˥ 
97. 吐く (to vomit) luak˩ luak˥˩ lua˥˩ 
98. 吹く (to blow) sēm˥˩ cʰēm˥ mūt˧ 
99. 息する (to breathe) tʰō˩ tʰō˥˩ nāk˧ 
100. 笑う (to laugh) nī˥˩ nui˥ nūi˧ 
101. 見る (to see) mū˩˥ m̥mū˩ mū˥˩ 
102. 聞く (to hear) tʰei˩˥ ɕia˩˥ zā˩˥ 
103. 知る (to know) tʰei˩˥ ɕia˩˥ tʰei˥˩ 
104. 思う (to think) ŋaiʔ˩tuaʔ˩ ŋaiʔ˩tuaʔ˩ ŋaiʔ˩sun˥˩ 
105. 嗅ぐ (to smell) nam˩˥ n̥nīm˩ nam˥˩ 
106. 恐れる (to fear) lāu˩ l̥lāu˩˥ lāu˩˥ 
107. 寝る (to sleep) ip˩ mū˥ iʔ˩mū˧ 
108. 生きる (to live) hiŋ˥˩ ɕiŋ˥ hiŋ˧ 
109. 死ぬ (to die) tʰī˥˩ tʰī˥ sī˧ 
110. 殺す (to kill) tʰat˩ tʰat˩ tʰat˩ 
111. 戦う (to fight) sual˥˩ sual˥ lāi˩˥, ki˩sual˩˥ 
112. 狩る (to hunt) ham˥˩ suak˥˩ ram˥ vāk˥˩, ram˥ cʰuak˥˩ ɡam˧ vāk˩˥ 
113. 打つ (to hit) vua˩˥ vua˩ vua˥˩ 
114. 切る (to cut) tan˩ tan˩˥ tan˩˥ 
115. 割る (to split) tʰēr˩ tʰlēr˩˥ bāl˩˥kēk˩˥ 
116. 刺す (to stab) sun˩˥ cʰun˩ sun˥˩ 
117. 掻く (to scratch) hiat˩ hiat˥˩ xuat˩˥ 
118. 掘る (to dig) lāi˩˥ lāi˩, cou˩˥ tou˩˥ 
119. 泳ぐ (to swim) tui˩˥ leuʔ˩ tui˩˥ l̥leuʔ˩ tūi˩˥ pēk˧ 
120. 飛ぶ (to fly) lēŋ˥˩ tʰlōk˥˩ lēŋ˧ 
121. 歩く (to walk) lēŋ˥˩ lēŋ˥ lam˩˥ siau˥˩ 
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122. 来る (to come) hoŋ˩ kel˥˩ lo˩ kal˥ oŋ˩˥ pai˧ 
123. 寝る (to lie) lum˩˥ lum˩ lum˥˩ 
124. 座る (to sit) kʰuŋ˥˩ ṭhū˥ tū˧ 
125. 立つ (to stand) diŋ˥˩ diŋ˥ diŋ˧ 
126. 回る (to turn) vir˩ vir˩˥ pei˩˥ 
127. 落ちる (to fall) tā˩˥ tlā˩ kia˥˩ 
128. 与える (to give) pia˩ pē˩ pia˩˥ 
129. 持つ (to have) nei˩˥ nei˩ nei˥˩ 
130. 絞る (to squeeze) herˀ˩ herˀ˩ sūk˧ 
131. 擦る (to rub) nōt˩ nōt˥˩ nōt˩˥ 
132. 洗う (to wash) sil˩˥ sil˩ sil˩˥ 
133. 拭く (to wipe) sōp˩ ɕū˩ sōp˩˥ 
134. 引く (to pull) pot˩ pot˩ kāi˥˩ 
135. 押す (to push) sōn˩ nam˩˥ sōn˩˥ 
136. 投げる (to throw) dēŋ˥˩ paiʔ˩ dēŋ˧ 
137. 結ぶ (to tie) suiʔ˩ suiʔ˩ hēn˧ 
138. 縫う (to sew) kʰui˥˩ ṭʰui˥ xū˧ 
139. 数える (to count) siar˥˩ cʰiar˥ sim˧ 
140. 言う (to say) soi˩ soi˩˥ ɡēn˩˥ 
141. 歌う (to sing) sā˩˥ zāi˥ sā˥˩ 
142. ふざける (to play 
practical jokes) 
ciam˩˥niʔ˩dūn˩˥ in˩fiam˥ ki˩ciam˥˩nui˩˥ 
143. 浮く (to float) lāŋ˥˩ lāŋ˥ lām˧ 
144. 流れる (to flow) luaŋ˥˩ luaŋ˥ luaŋ˧ 
145. 凍る (to freeze) kʰaŋ˩ kʰaŋ˥˩ xal˥˩ 
146. 膨らむ (to swell) vūŋ˥˩ vūŋ˥ bōk˧ 
147. 日 (sun) nī˥˩ nī˥ nī˧ 
148. 月 (moon) tʰā˩˥ tʰlā˩ xā˥˩ 
149. 星 (star) āk˥˩sī˩˥ ar˥sī˩ āk˧sī˥˩ 
150. 水 (water) tui˩ tui˩˥ tūi˩˥ 
151. 雨 (rain) huaʔ˩ ruaʔ˩ ɡuaʔ˩ 
152. 川 (river) lui˩˥ lui˩ lūi˥˩ 
153. 湖 (lake) dīl˩ dīl˩˥ tūi˩˥lī˧ 
154. 海 (sea) tui˩fin˩riat˩ tui˩fin˥˩riat˥˩ tūi˩˥pī˥ 
155. 塩 (salt) cī˩˥ cī˩ cī˥˩ 
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156. 石 (stone) suaŋ˩ luŋ˩˥ suaŋ˩˥ 
157. 砂 (sand) tiau˥˩ tiau˥ seʔ˩nēl˩˥ 
158. 塵 (dust) vāi˥˩vut˩ vai˥vut˩ lei˩˥vui˧ 
159. 土 (earth) lei˩ lei˩˥ lei˩˥ 
160. 雲 (cloud) sūm˩ cʰūm˩˥ mei˧ 
161. 霧 (fog) ro˩˥mei˩ ro˩mei˩˥ xo˥mui˧ 
162. 空 (sky) vān˩˥ vān˩ vān˥˩ 
163. 風 (wind) tʰī˥˩ tʰlī˥ huiʔ˩ 
164. 雪 (snow) vūk˥˩ vūr˥ vūk˧ 
165. 氷 (ice) vūk˩kʰal˩ vūr˥kʰal˥˩ tūi˩˥xal˥˩ 
166. 煙 (smoke) mei˩kʰū˩ mei˩kʰū˥˩ mei˩˥xū˩˥ 
167. 火 (fire) mei˩ mei˩˥ mei˩˥ 
168. 灰 (ash) vāp˩ vāp˩˥ vut˩ 
169. 燃える (to burn) kāŋ˩˥ kāŋ˩ kāŋ˥˩ 
170. 道 (road) lam˩pui˩ koŋ˥ lam˩˥ 
171. 山 (mountain) tāŋ˥˩ tlāŋ˥ mual˧ 
172. 赤 (red) san˥˩ sen˥ san˧ 
173. 緑 (green) hiŋ˥˩ ɕiŋ˥ eŋ˧ 
174. 黄色 (yellow) eŋ˥˩ eŋ˥ nāi˧pāk˧ 
175. 白 (white) vāk˥˩ vār˥ kāŋ˧ 
176. 黒 (black) dum˥˩ dum˥ vom˧ 
177. 夜 (night) zān˩˥ zān˩ zān˥˩ 
178. 日 (day) nī˥˩ nī˥ nī˧ 
179. 年 (year) kum˩˥ kum˩ kum˥˩ 
180. 暖かい (warm) lum˥˩ lum˥ lum˧ 
181. 寒い (cold) dāi˩˥ vōt˥˩ vot˩ 
182. 満ちた (full) dim˩ kʰat˩ dim˩˥ 
183. 新しい (new) tʰar˥˩ tʰar˥ tʰak˥ 
184. 古い (old) lui˥˩ hlui˥ lui˧ 
185. 良い (good) pʰā˩˥ ṭʰā˩ hoiʔ˩ 
186. 悪い (bad) sual˩ sual˩˥ sia˩˥ 
187. 腐った (rotten) muat˩ ṭoiʔ˩ muat˩˥ 
188. 汚い (dirty) bolˀ˩loʔ˩ bolˀ˩l̥loʔ˩ nīn˥˩ 
189. 真っ直ぐ(straight) ŋīl˥˩ ŋīl˥ taŋ˧ 
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190. 丸い (round) bial˥˩ bial˥ bēm˩˥ 
191. 鋭い (sharp) hiam˥˩ ɕiam˥ hiam˧ 
192. 鈍い (dull) bil˩ bil˩˥ mōl˩˥ 
193. 滑らか (smooth) nāl˩ nāl˩˥ nāl˩˥ 
194. 濡れた (wet) nom˥˩ huʔ˩ kōt˩˥ 
195. 乾いた (dry) kou˥˩ rou˥ keu˧ 
196. 正しい (correct) dik˩ dik˩ mān˧, dik˩ 
197. 近い (near) nāi˩ n̥nāi˩˥ nāi˩˥ 
198. 遠い (far) lam˩lā˩ l̥lā˥ ɡam˧lā˩˥ 
199. 右 (right) a˩diŋ˩lam˩ a˩diŋ˩˥lam˩˥ tak˩lam˩˥ 
200. 左 (left) a˩vei˩lam˩ a˩vei˩˥lam˩˥ vei˩˥lam˩˥ 
201. で (at) aʔ˩ aʔ˩ aʔ˩ 
202. で (in) aʔ˩ aʔ˩ aʔ˩ 
203. と (with) nēn˩ nēn˩ toʔ˩ 
204. と (and) leʔ˩ leʔ˩ leʔ˩ 
205. もし (if) cʰun˥˩ cʰuan˥ leʔ˩ 
206. から (because) a˩vāŋ˩in˥˩ a˥vāŋ˩in˥ a˥hiʔ˩ciaŋ˩˥in˧ 
207. 名前 (name) miŋ˥˩ m̥miŋ˥ min˧ 
 
5. テキスト『チェムタートロータ』 
この章では，ミゾラムで広く親しまれている物語，「チェムタートロータ」を
ラルテー語で語った場合のテキストを掲載する。 
 
 (1) cem˥˩tāt˩rōt˩a˩ tʰuan˩˥tʰū˩˥ 
  PN  story 
  チェムタートロータの物語 
 
 (2) huai˩˥ kʰat˩ cuʔ˩ lui˩˥ nēu˩˥ vaʔ˩ hin˥˩ 
  time one DET river smallᴵ LOC DET.OBL 
  cem˥˩tāt˩rōt˩a˩ hin˩˥ cem˥˩ a˩ tāt˩ hōt˥˩hōt˩ a˩. 
  PN  DET.ERG knife 3 sharpenᴵ RED:grindᴵ CONJN 
  ある時，小川でチェムタートロータはゴリゴリと刀を砥いでいた。 
 
 (3) kāi˩kuaŋ˥˩ hiʔ˩ a˩ hoŋ˩ kel˥˩ a˩, 
  prawn DET 3 DIR goᴵ CONJN 
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  a˩  til˥˩ aʔ˩ a˩ ceʔ˥ sak˩ lok˩ mei˩ kaʔ˥ ā˥˩. 
  3  testicle LOC 3 pinchᴵᴵ cause suddenly MOD PERF CONJN 
  エビがやって来て，睾丸をさっとつまんだ。 
 
 (4) cem˥˩tāt˩rōt˩a˩ cuʔ˩ a˩ lāi˥˩ na˩ kaʔ˥ ā˥˩, 
  PN  DET 3 navel hurtᴵ PERF CONJN 
  kʰa˩ūm˥˩ zām˩˥ na˩ ro˩-pui˩ cuʔ¹˩ 
  hodgsonia.heteroclita creepᴵᴵ place bamboo-AUG DET 
  a˩  fik˥ mok˩ mei˩ kaʔ˥ ā˥˩. 
  3  cut.through.at.one.blowᴵ hastily MOD PERF CONJN 
  チェムタートロータは怒って，ウリの蔓が延びた大きな竹をバサッと伐っ
てしまった。 
 
 (5) kʰa˩ūm˥˩ a˩ lāi˥˩ nā˥˩ ā˥˩, 
  hodgsonia.heteroclita 3 navel hurtᴵ CONJN 
  a˩ nuai˩ ā˥˩ ham˥˩āk˥˩ ŋūm˩˥ aʔ˩ cun˥˩ 
  3 below LOC jungle.fowl lower.part LOC DET.OBL 
  a˩  dēŋ˥˩ sok˩ mei˩ kaʔ˥ ā˥˩. 
  3  hitᴵ violently MOD PERF CONJN 
  ウリは怒って，下にいた野鶏の足元をバシッと打った。 
 
 (6) ham˥˩āk˥˩ cuʔ˩ a˩ lāi˥˩ nā˥˩ ā˥˩, 
  jungle.fowl DET 3 navel hurtᴵ CONJN 
  tai˥˩vāŋ˥˩ bū˩ a˩ tʰāi˩ darˀ˥ ā˥˩. 
  ant nest 3 scratchᴵ scatterᴵ CONJN 
  野鶏は怒って，蟻の巣を引っ掻き回した。 
 
 (7) tai˥˩vāŋ˥˩ cuʔ˩ a˩ lāi˥˩ nā˥˩ ā˥˩, 
  ant DET 3 navel hurtᴵ CONJN 
  sa˩ŋal˩˥ a˩ pet˥ ā˥˩. 
  boar 3 biteᴵ CONJN 
  蟻は怒って，猪に咬みついた。 
 
 (8) sa˩ŋal˩˥ cuʔ˩ a˩ lāi˥˩ nā˥˩ ā˥˩, 
  boar DET 3 navel hurtᴵ CONJN 
  bāk˩ om˩˥ na˩ cʰaŋ˥˩ēl˥˩ cuʔ˩ a˩ tāi˩ tʰū˩ ā˥˩. 
  bat existᴵᴵ place plantain DET 3 pushᴵ fallᴵ CONJN 
  猪は怒って，こうもりのいるプランテンの木を押し倒した。 
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 (9) bāk˩ cuʔ˩ a˩ lāi˥˩ nā˥˩ ā˥˩, 
  bat DET 3 navel hurtᴵ CONJN 
  sāi˥˩ nāk˩˥ aʔ˩ a˩ lūt˩ ā˥˩. 
  elephant nose LOC 3 enterᴵ CONJN 
  こうもりは怒って，象の鼻に入った。 
 
 (10) sāi˥˩ cuʔ˩ a˩ lāi˥˩ nā˥˩ ā˥˩, 
  elephant DET 3 navel hurtᴵ CONJN 
  pi˩tēk˥˩nū˩ in˩ a˩ cīl˥˩ sia˩ ā˥˩. 
  grandmother house 3 trampleᴵ damagedᴵ CONJN 
  象は怒って，お婆さんの家を踏み潰した。 
 
 (11) pi˩tēk˥˩nū˩ cuʔ˥ a˩ lāi˥˩ nā˥˩ ā˥˩, 
  grandmother DET 3 navel hurt CONJN 
  lui˩kʰūk˥˩nāk˥˩ aʔ˩ a˩ dāi˥˩ lēŋ˥˩ ā˥˩. 
  source LOC 3 excrement voidᴵ CONJN 
  お婆さんは怒って，源泉に大便をした。 
 
 (12) mī˩ kē˩ cun˩˥ pi˩tēk˥˩nū˩ cuʔ˥ a˩ tei˩ uā˥˩, 
  person PL DET.ERG grandmother DET 3 scoldᴵ PL.CONJN 
  “pi˩tēk˥˩nū˩, ī˩˥tī˩˥ hā˩˥ lui˩kʰūk˥˩nāk˥˩ ā˥˩ na˩ dāi˩˥ lēn˩˥?” 
  grandmother why DET source CONJN 2 excrement voidᴵᴵ 
  a˩  tī˩ uā˥˩. 
  3  sayᴵ PL.CONJN 
  人々はお婆さんを叱りながら，『お婆さん，どうして源泉に大便をしたん
だい？』と言った。 
 
 (13) pi˩tēk˥˩nū˩ cun˩˥, “ī˩˥tī˩˥ hā˩˥ 
  grandmother DET.ERG why DET 
  sāi˥˩ in˩˥ ka˩ in˩ a˩ cīl˩˥ siat˩ ei˥˩,” 
  elephant ERG 1 house 3 trampleᴵᴵ damagedᴵᴵ SFP 
  a˩  tī˩ ā˥˩. 
  3  sayᴵ CONJN 
  お婆さんは，『どうして象は私の家を踏み潰したのかい？』と言った。 
 
 (14) “ī˩˥tī˩˥ hā˩˥ sāi˥˩ ā˩, pi˩tēk˥˩nū˩ in˩ na˩ cīl˩˥ siat˩?” 
  why DET elephant VOC grandmother house 2 trampleᴵᴵ damagedᴵᴵ 
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  a˩ tī˩ uā˥˩. 
  3 sayᴵ PL.CONJN 
  『どうして，象よ，お前はお婆さんの家を踏み潰したんだい？』と言った。 
 
 (15) sāi˥˩ cun˩˥, “ī˩˥tī˩˥ hā˩˥ 
  elephant DET.ERG why DET 
  ka˩ nāk˩˥ aʔ˩ bāk˩ a˩ luʔ˥ teʔ ei˥˩,” 
  1  nose LOC bat 3 enterᴵᴵ MOD SFP 
  a˩  tī˩ ā˥˩. 
  3  sayᴵ CONJN 
  象は，『どうして私の鼻にこうもりが入ってきたんだい？』と言った。 
 
 (16) “ī˩˥tī˩˥ hā˩˥ bāk˩˥ ā˩, sāi˥˩ nāk˩˥ aʔ˩ na˩ luʔ˥?” 
  why DET bat VOC elephant nose LOC 2 enterᴵᴵ 
  a˩  tī˩ uā˥˩. 
  3  sayᴵ PL.CONJN 
  『どうして，こうもりよ，お前は象の鼻に入ったんだい？』と言った。 
 
 (17) bāk˩ cun˩˥, “ī˩˥tī˩˥ hā˩˥ ka˩ om˩˥ na˩ caŋ˥˩ēl˥˩ 
  bat DET.ERG why DET 1 existᴵᴵ place hodgsonia 
  sa˩ŋal˩˥ in˩˥ a˩ tai˩˥ tʰūk˩ ei˥˩,” 
  boar ERG 3 pushᴵᴵ fallᴵᴵ SFP 
  a˩  tī˩ ā˥˩. 
  3  sayᴵ CONJN 
  こうもりは，『なぜ私の暮らすプランテインの木を猪は押し倒したんだ 
  い？』と言った。 
 
 (18) “ī˩˥tī˩˥ hā˩˥ ŋal˥˩ ā˩, 
  why DET boar VOC 
  bāk˩ om˩˥ na˩ caŋ˥˩ēl˥˩ na˩ tāi˩˥ tʰūk˩?” 
  bat existᴵᴵ place hodgsonia 2 pushᴵᴵ fellᴵᴵ 
  a˩  tī˩ uā˥˩. 
  3  sayᴵ PL.CONJN 
  『どうして，猪よ，お前はこうもりの暮らすプランテインの木を押し倒し
てしまったんだい？』と言った。 
 
 (19) sa˩ŋal˩˥ cun˩˥, 
  boar DET.ERG 
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  “ī˩˥tī˩˥ hā˩˥ tai˥˩vāŋ˥˩ in˩˥ āi˩˥ peʔ˩ ei˥˩,” 
  why DET ant ERG DIR biteᴵᴵ SFP 
  a˩  tī˩ ā˥˩. 
  3  sayᴵ CONJN 
  猪は，『どうして，蟻は，私を咬んだんだい？』と言った。 
 
 (20) “ī˩˥tī˩˥ hā˩˥ tai˥˩vāŋ˥˩, sa˩ŋal˩˥ na˩ peʔ˥?” 
  why DET ant boar 2 biteᴵᴵ 
  a˩  tī˩ uā˥˩. 
  3  sayᴵ PL.CONJN 
  『どうして，蟻よ，お前は猪を咬んだんだい？』と言った。 
 
 (21) tai˥˩vāŋ˥˩ cun˩˥, “ī˩˥tī˩˥ hā˩˥ 
  ant DET.ERG why DET 
  ham˥˩āk˥˩ in˩˥ ka˩ bū˩ a˩ tʰāi˩˥ darˀ˩ ei˥˩,” 
  jungle.fowl ERG 1 nest 3 scratchᴵᴵ scatterᴵᴵ SFP 
  a˩  tī˩ ā˥˩. 
  3  sayᴵ CONJN 
  蟻は，『どうして野鶏は私の巣を引っ掻き回したんだい？』と言った。 
 
 (22) “ī˩˥tī˩˥ hā˩˥ ham˥˩āk˥˩, tai˥˩vāŋ˥˩ bū˩ na˩ tʰāi˩˥ darˀ˩?” 
  why DET jungle.fowl ant nest 2 scratchᴵᴵ scatterᴵᴵ 
  a˩  tī˩ uā˥˩. 
  3  sayᴵ PL.CONJN 
  『どうして，野鶏よ，お前は蟻の巣を引っ掻き回したんだい？』と言った。 
 
 (23) ham˥˩āk˥˩ cun˩˥, “ī˩˥tī˩˥ hā˩˥ 
  jungle.fowl DET.ERG why DET 
  ka˩ ŋūm˩˥ aʔ˩ kʰa˩ūm˥˩ in˩˥ a˩ dēn˩ teiʔ ei˥˩,” 
  1  lower.part LOC hodgsonia ERG 3 hitᴵᴵ ? SFP 
  a˩  tī˩ ā˥˩. 
  3  sayᴵ CONJN 
  野鶏は，『なぜ私の足元をウリが打ったんだい？』と言った。 
 
 (24) “ī˩˥tī˩˥ hā˩˥ ūm˥˩ ā˩, 
  why DET gourd VOC 
  ham˥˩āk˥˩ ŋūm˩˥ aʔ˩ na˩ dēn˩˥?” 
  jungle.fowl lower.part LOC 2 hitᴵᴵ 
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  a˩  tī˩ uā˥˩. 
  3  sayᴵ PL.CONJN 
  『どうしてウリよ，お前は野鶏の足元を打ったんだい？』と言った。 
 
 (25) kʰa˩ūm˥˩ cun˩˥, “ī˩˥tī˩˥ hā˩˥ ka˩ zām˩ na˩ 
  hodgsonia DET.ERG why DET 1 creepᴵᴵ place 
  ro˩-pui˩ cem˥˩tāt˩rōt˩a˩ in˩˥ a˩ saʔ˥ tan˩ ei˥˩,” 
  bamboo-AUG PN ERG 3 cutᴵᴵ brokenᴵᴵ SFP 
  a˩  tī˩ ā˥˩. 
  3  sayᴵ CONJN 
  ウリは，『どうして私の張っていた大きな竹をチェムタートロータが伐っ
てしまったんだい？』と言った。 
 
 (26) “ī˩˥tī˩˥ hā˩˥ cem˥˩tāt˩rōt˩, kʰa˩ūm˥˩ zām˩ na˩ ro˩-pui˩ 
  why DET PN hodgsonia creepᴵᴵ place bamboo-AUG 
  na˩ saʔ˥ tan˩˥?” a˩ tī˩ uā˥˩. 
  2  cutᴵᴵ brokenᴵᴵ 3 sayᴵ PL.CONJN 
  『どうして，チェムタートロータ，ウリの張る大きな竹を伐ったんだい？』
と言った。 
 
 (27) cem˥˩tāt˩rōt˩a˩ cun˩˥, “ī˩˥tī˩˥ hā˩˥ 
  PN  DET.ERG why DET 
  kāi˩kuaŋ˥˩ in˩˥ ka˩ til˥˩ aʔ˩ a˩ ceʔ˥ ei˥˩,” 
  prawn ERG 1 testicle LOC 3 clipᴵᴵ SFP 
  a˩  tī˩ ā˥˩. 
  3  sayᴵ CONJN 
  チェムタートロータは，『どうしてエビは私の睾丸を挟んだんだい？』と
言った。 
 
 (28) “ī˩˥tī˩˥ hā˩˥ kāi˩kuaŋ˥˩, cem˥˩tāt˩rōt˩a˩ til˥˩ aʔ˩ 
  why DET prawn PN testicle LOC 
  na˩ ceʔ˥?” a˩ tī˩ uā˥˩. 
  3  clipᴵᴵ 3 sayᴵ PL.CONJN 
  『どうして，エビ，お前はチェムタートロータの睾丸を挟んだんだい？』
と言った。 
 
 (29) kāi˩kuaŋ˥˩ cun˩˥ soi˥˩ aŋ˩ a˩ tʰei˩˥ tei˩˥ kāu˩ vā˥˩. 
  prawn DET.ERG sayᴵᴵ PURP 3 know even PERF.NEG.PL CONJN 
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  エビは言葉が見つからなかった。 
 
 (30) mī˥˩ kē˥˩ cun˩˥ kāi˩kuaŋ˥˩ cuʔ˩ a˩ tei˩˥ kaʔ˩ uā˥˩. 
  person PL DET.ERG prawn DET 3 scoldᴵ PERF PL.CONJN 
  人々はエビを叱りつけた。 
 
 (31) “soi˩ tʰuai˩˥ oʔ˩, 
  sayᴵ quickly IMP 
  ī˩˥tī˩˥ hā˩˥ cem˥˩tāt˩rōt˩a˩ til˥˩ aʔ˩ na˩ ceʔ˥?” 
  why DET PN testicle LOC 2 biteᴵᴵ 
  a˩  tī˩ uā˥˩. 
  3  sayᴵ PL.CONJN 
  『早く言いなさい，どうしてチェムタートロータの睾丸をつまんだりした
のか？』 
 
 (32) kāi˩kuaŋ˥˩ cun˩˥, “iʔ˩, iʔ˩, iʔ˩, 
  prawn DET.ERG  INTJ INTJ INTJ 
  mei˩ ā˥˩ nāi˩˥ em˥˩ uʔ˩ cun˥˩ 
  fire LOC DIR burnᴵᴵ PL DET.OBL 
  nau˥˩paŋ˩ lōm˩˥ aʔ˩ ka˩ san˥˩ vīt˥˩vēt˥˩ iŋ˩ ā˥˩, 
  child happyᴵ LOC 1 redᴵ ONO FUT CONJN 
  エビは，『え，え，え…。火で炙れば子供たちも喜ぶくらい，私は真っ赤
になるよ。 
 
 (33) tui˩ ā˥˩ nāi˩˥ tʰāk˩ uʔ˥ cun˥˩ ka˩ dāŋ˥˩ līp˥˩lēp˥˩ 
  water LOC DIR dropᴵᴵ PL DET.OBL 1 paleᴵ ONO 
  iŋ˩,” a˩ tī˩ ri˩ ŋot˥ mei˩ kaʔ˥ ā˥˩. 
  FUT 3 sayᴵ soundᴵ simply MOD PERF CONJN 
  水に落とせば私は真っ青になるよ。』と大きな声で叫んだ。 
 
 (34) ti˩cun˥˩ mei˥˩ aʔ˩ a˩ han˩ em˥˩ uā˥˩, 
  then fire LOC 3 DIR burnᴵᴵ PL.CONJN 
  a˩  san˥˩ vēt˥˩vēt˥˩ ā˥˩. 
  3  redᴵ ONO CONJN 
  それから，火で炙ると，真っ赤になった。 
 
 (35) tui˥˩ aʔ˩ a˩ tʰāk˩ leʔ¹ uā˥˩, 
  water LOC 3 dropᴵᴵ CONJN PL.CONJN 
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  cū˩vē˩˥leʔ˩cun˥˩ nuam˩˥ sa˩ tak˥in˥˩ 
  at.the.moment delightfulᴵ feelᴵ ADV 
  a˩  leuʔ˥ zek˩zek˥ mei˩ kaʔ˥ ā˥˩. 
  3  swimᴵᴵ all.along MOD PERF CONJN 
  水に入れたところ，瞬く間に気持ちよさそうに向こうへ泳いでいってしま
った。 
 
 (36) a˩  han˩ man˥˩ leʔ˩ dɔ̄n˥˩ uā˥˩, 
  3  DIR catchᴵ again FUT PL.CONJN 
  pūk˩˥ aʔ˩ a˩ lūt˩ daiʔ˥ mei˩ kaʔ˥ ā˥˩. 
  caveᴵ LOC 3 enterᴵ away MOD PERF CONJN 
  捕まえようとすると，岩窟の中に入りこんでしまった。 
 
 (37) naʔ˩tʰial˩˥ kuaŋ˩ in˥˩ a˩ holˀ˥ uā˥˩; 
  phrynium.capitatum twig INST 3 pokeᴵ PL.CONJN 
  そこでクズウコンの枝でつつき， 
 
 (38) a˩ mūk˩˥ kē˩ cuʔ˥ a˩ holˀ˥ por˩ suŋ˩˥ 
  3 beak PL DET 3 pokeᴵ rough in.many.directions 
  mei˩ uā˥˩. 
  MOD PL.CONJN 
  その先っぽをあちらこちらに突っ込んでいた。 
 
 (39) kāi˩kuaŋ˥˩ cun˩˥, 
  prawn DET.ERG 
  “nāi˩˥ holˀ˩ na˩ uʔ˩ cuʔ˥ hāi˥˩ hēu˩len˥˩, 
  DIR pokeᴵᴵ place PL DET pregnantᴵ CONJN 
  tʰī˥˩ heʔ˩oʔ˩,” a˩ tī˩ ā˥˩. 
  dieᴵ OPT 3 sayᴵ CONJN 
  エビは『突っ込んで，（クズウコンに）子が成れば，死ぬだろう。』と言
った。 
 
 (40) tūi˩ tiaŋ˩ hin˥˩ naʔ˩tʰial˩˥ kuaŋ˩ hiʔ˥ 
  now until DET.OBL phrynium.capitatum twig DET 
  a˩  hāi˩ ā˥˩piaŋ˥˩in˥˩ a˩ tʰi˩ mei˩ cet˥ hī˩˥, 
  3  pregnantᴵᴵ whenever 3 dieᴵ MOD always COPᴵ 
  a˩  tī˩˥ uʔ˩. 
  3  sayᴵ PL 
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  今日まで，クズウコンの枝に子ができるたび，（エビは）死んでしまうの
だと言われている。 
 
 
略号 
-: 接辞境界，1: 一人称，2: 二人称，3: 三人称，ᴵ: 動詞語幹形式Ⅰ（基本形式），
ᴵᴵ: 動詞語幹形式Ⅱ，ADV: 副詞，AUG: 指大辞，CONJN: 接続助詞，COP: コピュラ，
DET: 限定詞 (determiner)，DIR: 方向標識，ERG: 能格，FUT: 未来，INTJ: 間投詞，IMP: 
命令，INST: 具格，LOC: 所格，MOD: モーダル標識，NEG: 否定，OBL: 斜格，ONO: オ
ノマトペ，OPT: 祈願，PERF: 完了，PL: 複数，PN: 固有名詞，PURP: 目的，RED: 重
複形，SFP: 文末助詞，VOC: 呼格． 
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